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◆ 石化ﾏｰｼﾞﾝのアップ等があったものの、在庫影響のプラスが
大幅に減少したことにより、石油精製・販売部門が減益

◆ 原油価格の上昇等により石油・天然ガス開発部門が増益

◆ 受取配当金の増加等により営業外損益が良化

06年度上期決算のポイント

２

経常利益は、１，３２０億円と前年同期比△１８１億円減益

〔在庫影響除き経常利益は、７０１億円と前年同期比＋３２５億円増益〕



増   　減 増   　減

( ＄ ／ B bl 51 .8 ＋ 14 .3 66 .1 ＋ 0 .6 65 .5
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Ⅰ．石油精製・販売 △４８５ 億円 （1,061 億円 → 576 億円） ６９３ 億円 

（在庫影響除き） ＋２１ 億円 （ △64 億円 → △43 億円） ７４ 億円

うち石油化学製品 ＋９６ 億円 （  190 億円 → 286 億円） ２８８ 億円

Ⅱ．石油・天然ガス開発 ＋１９２ 億円 （　358 億円 → 550 億円） ６０５ 億円 

Ⅲ．建設・その他 △１４ 億円 （　 36 億円 → 22 億円） ２２ 億円 

06/上期経常利益（参考）営　業　利　益

４

06年度上期セグメント別営業利益の増減＜前年同期比 ＞

05年度上期 06年度上期

前期比△３０７億円 (１，４５５億円 → １，１４８億円)



△47 +66 △66 △28 +22 +78 △4

自家使用燃料
代の悪化等

（単位：億円）
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営業利益 ﾀｲﾑﾗｸﾞ数量
在庫影響

増減

石油ﾏｰｼﾞﾝ

576

石油製品　△581 石油化学製品　+96

1,061

営業利益減△485

△506

石油精製・販売部門 営業利益増減分析

５

・在庫影響のプラスが大幅に減少
・中間3品、C重油を中心に石油製品数量は減少
・安全対策強化、資機材高騰により設備費等の 経費が増加

・ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝを中心に石化ﾏｰｼﾞﾝは良化

営業利益減（△４８５億円）のポイント

・石油製品 △２８
・石油化学製品 △４
・建設・その他 ＋１３

* *

＊ コスト削減・効率化
（経費増）計 △１９



05年度上期 数量 価格ほか 06年度上期
営業利益 営業利益

（単位：億円）

358

550+4

営業利益増　+192

+188

石油・天然ガス開発部門 営業利益増減分析

６

・販売数量はほぼ前年同期並み
・原油、ガス価格の上昇により販売価格
が上昇

営業利益増減（＋１９２億円）のポイント



◆ 原油価格および為替レートの前提を見直し

・WTI     （06/10月以降） ６０ ７０

・Dubai         （06/11月積み以降） ５５ ６５

・処理原油代（年度平均） ６１.1 ６５.7

・為替レート 120 115

◆ 足元の好調な市況を反映し、石化ﾏｰｼﾞﾝが大幅に良化したものの、

在庫影響のプラスが大幅に減少したことにより、石油精製・販売部門

が減益

◆ コスト削減・効率化は、前回比±０ 〔△20（前回） → △20(今回）〕

06年度決算見通し(7月公表を修正）のポイント

７

経常利益は、1，８４０億円と前回見通し（７月公表）比△２２０億円減益

〔在庫影響除き経常利益では1,800億円と前回見通し比＋180億円増益〕
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06年度損益概要(年度 見通し)
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Ⅰ．石油精製・販売 △１９２ 億円 （   674 億円 → 482 億円） ６４４ 億円 

（在庫影響除き） ＋２０８ 億円 （   234 億円 → 442 億円） ６０４ 億円

うち石油化学製品 ＋１５８ 億円 (   470 億円 → 628 億円） ６２５ 億円

Ⅱ．石油・天然ガス開発 △３３ 億円 （ 1,012 億円 → 979 億円） １，０５７ 億円 

Ⅲ．建設・その他 ＋５ 億円 （ 　134 億円 → 139 億円） １３９ 億円 

06年度経常利益（参考）営　業　利　益

９

06年度セグメント別営業利益の増減＜前回（7月）見通し比 ＞

06年度（前回） 06年度(今回）

前回比△２２０億円 (１，８２０ → １，６００)



△ 42 +57 +35 △ 1 +159

石 油 ﾏｰｼﾞﾝ

ﾀｲﾑﾗｸﾞ
自 家 使 用 燃 料

代 の 良 化 等

06年 度
見 通 し
（前 回 ）

営 業 利 益 数 量
在 庫 影 響

増 減
数 量

石 化 ﾏｰｼﾞ
ﾝほ か

営 業 利 益

06年 度
見 通 し
（今 回 ）

482

石 　 油 　 製 　 品

　△ 350
石 油 化 学 製 品

+158

674

営 業 利 益 減 　 △ 192

△ 400

石油精製・販売部門 営業利益増減分析

１０

・在庫影響のプラスが大幅に減少
・原油価格前提の下方修正によるﾀｲﾑﾗｸﾞの良化、自家使用
燃料代のﾀﾞｳﾝの影響等 により、石油ﾏｰｼﾞﾝが良化

・ﾊﾟﾗｷｼﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ等の市況好調を反映し、 石化ﾏｰｼﾞﾝが良化

営業利益増減（△１９２億円）のポイント



本資料に記載されている当社の業績見通し、経営目標等のうち、歴史的事実
でないものにつきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社の経営陣
が判断したものであります。

実際の業績等につきましては、さまざまな要素により、これらの業績見通し等
と大きく異なる結果になりうることをご承知置き下さい。従いまして、業績見通し
等に全面的に依拠して投資判断を下すことは、控えていただきますようお願い
いたします。

なお、実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、原油価格、石油製品
の需要動向および市況、為替レートならびに金利の動向が含まれますが、これ
らに限定されるものではありません。

＜見通しに関する注意事項＞

１１


